
 

リニア中央新幹線静岡工区に関する報告書（令和５年報告） 

～環境保全に関する検討～（案） 

 

１ 環境保全に関する議論の経緯 

（１）環境保全有識者会議について 

（２）ヒアリングを通じた環境保全に関する論点の整理 

 

２ トンネル掘削による南アルプスの環境への影響と対策 

 生物への影響の前に変化する物理的環境等に着目してモニタリングを行うこ

とで、迅速な保全措置の実施及びそのエリアの生態系全体に与える影響の最小

化を目指すこととする。 

 

〈論点ごとの影響と対策〉 

論点①トンネル掘削に伴う地下水位変化による沢の水生生物等への影響と対策 

（１）影響の予測 

・35の沢のうち、主要な断層とトンネルが交差する箇所の周辺の沢において、

流量が減少する傾向が確認され、その他の沢については、流量変化の傾向は

確認されなかった。 

・重点的にモニタリングを実施する 11の沢を選定した。 

（２）保全措置、モニタリング 

・高速長尺先進ボーリングの結果等を踏まえ、流量減少を低減するため、断層

とトンネルが交差する箇所及びその周辺地山に対して事前に薬液注入を行

うこととした。 

・トンネル掘削前、掘削中、掘削完了後のそれぞれの段階について、35 の沢 

のモニタリング計画及び環境保全措置（回避低減措置等）を整理し、これら

に基づき調査を行う。 

 ・環境保全措置及びモニタリング計画は、事前の予測に基づくものであること

を考慮し、高速長尺先進ボーリングの結果や沢のモニタリングの状況等を

踏まえ、必要な見直しを行うこととした。 

 

論点②トンネル掘削に伴う地下水位変化による高標高部の植生への影響と対策 

（１）影響の予測、評価 

 ・高標高部の植生への水分の主な供給経路は、地下深部の地下水でないと考え

られ、トンネル掘削に伴う地下深部の地下水位変化によって、高標高部の植

生には影響が及ばないと考えられる。 

（２）モニタリング 

 ・掘削中・掘削後も含めて現地の植生の状況等を継続してモニタリングするこ

ととした。 
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論点③地上部分の改変箇所における環境への影響と対策 

（１）作業ヤードから大井川等へ放流するトンネル湧水等による環境への影響と対策  

＜水質＞条例の基準よりも厳しい基準等で管理し、将来にわたって継続して

モニタリングを行うこととした。 

  ＜水温＞沈砂池による曝気による冷却、湧水と積雪の混合による冷却等を

行うこととし、将来にわたって継続してモニタリングを行うこととした。 

（２）発生土置き場による環境への影響と対策 

・自然由来の重金属等を含む要対策土置き場について、二重遮水シートによる

封じ込め処理を実施することとした。 

・無対策土置き場の護岸について、100 年確率降雨強度における河川高水位を

考慮した設計とし、鋼製枠で通水性を確保する構造とすることとした。 

 

３ まとめと今後に向けた提言 

・トンネル掘削前にベースラインデータを収集し、工事前の自然環境を踏まえた

上で、論点ごとに影響の予測・分析・評価、保全措置、モニタリングのそれぞ

れの段階で実施すべき事項を予防的に行い、結果を各段階にフィードバック

し、必要な見直しを行う、いわゆる「順応的管理」で対応することにより、ト

ンネル掘削に伴う環境への影響を最小化することが適切。 

・トンネル掘削に伴う環境への影響を最小化するためには、高速長尺先進ボーリ

ング等で断層の位置や地質、湧水量を把握し、その科学的データに基づき、断

層とトンネルが交差する箇所及びその周辺地山に対して事前に薬液注入を行

うことで、トンネル湧水量を低減することが重要。 

・管理流量等の範囲を逸脱するような事象が発生した場合は、躊躇なく工事の進

め方を見直すことが必要であり、科学的・客観的に対応策を検討し、関係者間

で連携して対応することが重要。 

・JR 東海は、環境保全措置やモニタリング等の対策に全力で取り組むと共に、

静岡県や静岡市等の地域の関係者との双方向のコミュニケーションを十分に

図ることが重要であり、南アルプスの環境保全の様々な取組みに積極的に貢

献することが期待される。 

 

 

     静岡市が加筆 


